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１．はじめに 

姫川橋りょうは，新幹線の橋梁形式として初めて採用される７径

間連続 PC フィンバック橋で，橋梁支点部に魚の背びれ（フィン）の

ようにウェブを突出させた中路構造であり，架橋位置は海岸線に

近いことから塩害対策を行っている. 

フィンバック橋の構造的な特徴は，以下のようなことがあげられ

る． 

1) ウェブ断面を橋面上に突出させたフィンバック部で中間支

点部の負の曲げモーメントとせん断力に対して抵抗させる

こと. 

2) フィンバック部に PC ケーブルを配置することにより偏心量

を大きく取れ，桁高を変えることなく桁下空間を確保でき，

堤防管理用道路の建築限界を確保すると共に線路縦断を

低く抑えることが可能なこと． 

3) フィンバックの断面に曲線形状を施すことにより，背景の山

並みに調和すること. 

２．工事概要 

工 事 名 ： 北陸幹(上・糸)，姫川 B 上部工他工事 

工 事 箇 所 ： 新潟県糸魚川市寺島，須沢地内 

工 期 ： 平成 16 年 7 月～平成 19 年 7 月 

発 注 者 ： (独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構 

 鉄道建設本部 北陸新幹線第二建設局 

施 工 者 ： ピーエス三菱・興和・常磐 JV 

構 造 形 式 ： ７径間連続 PC フィンバック橋 

橋 長 ： 462.0m 
支 間 ： 57.0+69.0+3@70.0+69.0+57.0m 
総 幅 員 ： 13.3m 
縦 断 勾 配 ： 6.0‰~level 
架 設 方 法 ： 固定式支保工架設工法 

写真-1 施工状況写真 
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図-1 標準断面図 

３．分割打設の検討 

(1) 打設順序 

姫川は急流河川であり洪水到達時間が短く増水するのが早い

ため，河川管理上の理由により非出水期の施工に限定された．施

工方法は固定式支保工架設による 7 施工区分の分割施工であり，

７施工区分を 3 回の非出水期に分けて施工する．また，1 施工区

分の打設数量が約 1,500m３と多くポンプ車の配置スペース，打設

に要する時間などきわめて困難であることから全体を 4 ブロックに

分割して打設した． 
 

 

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8

第２施工区分第１施工区分 第７施工区分第３施工区分 第４施工区分 第５施工区分 第６施工区分

第１非出水期 第２非出水期 第３非出水期

 
図-2 施工段階図 
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図-3 打設ブロック分割図（断面） 



(2) 打継ぎに対する検討と補強 

実施工では前項で述べたように分割打設をするため，設計時に

想定されていない打継ぎ目が生じることになる．このため，打継ぎ

部の拘束および温度勾配の影響を把握する目的で，立体 FEM
による温度解析を行い，ひび割れ発生の可能性が高い部位に対

して鉄筋による補強を行った．また，箱桁部については，打設から

プレストレス導入までの期間が長くなるため，乾燥収縮の影響を低

減する目的で，仮緊張を行う計画とした． 

４．実物大模型による打設試験 
本橋梁は，箱桁部とフィン部が一体になった構造になっており，

コンクリートの打設の施工性が懸念された．また，糸魚川地区では

アルカリ骨材に対し無害の骨材を供給することが難しいため，この

地区で採掘される石灰石を骨材に 100%使用した配合の採用，フ

ィン部の部材厚が 1000mm と比較的大きく水和熱による温度ひ

び割れ・収縮ひび割れ対策についても施工性とあわせて事前に

配合試験を行った．ここで，水セメント比を小さくするために高機能

型 AE 減水剤を用い，かつ，コンクリートのフレッシュ性状としては，

高い流動性・間隙通過性を有し，なおかつ，材料分離抵抗性を有

する目標とした． 
現地での実物大模型を用いた打設試験では，実際に鉄筋・ケ

ーブルの配置を行い，その配置状況を確認し，打設時に充填状

況が目視確認出来るように半透明型枠を部分的に使用した．また，

熱電対を設置し，内部温度を測定し FEM 解析との比較を行っ

た． 
 
 
 
 
 
 
 

写真-2  試験体コンクリート打設状況 

５．養生仮囲い 
本橋梁は，日本海の海岸線から 700ｍ程度に位置し，施工する

冬期は気温が低く暴風雪の吹き荒れる日が多い為，飛来塩分か

らの防護，コンクリートの適切な温度での養生，また，良好な施工

環境を確保する目的で全体を覆う形式の大規模の上屋を設置し

た． 

 

写真-3  養生上屋 

６．ＰＣグラウト 

フィン部におけるＰＣ鋼材は，最大高低差 7.37m 最大傾斜角度

24°12′36″で配置されており，グラウトが確実に充填できるか懸念

された．そこで本施工に先立ち，真空ポンプ併用グラウトシステム

を採用し，半透明シースを使用して実際のケーブル形状の試験体

を製作し，グラウトの注入状況および充填状況の確認を行った． 

 

写真-4  グラウト試験体 
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図-4 グラウト注入試験機材配置図 

７．防水工 

近隣の高架橋における塩分浸透状況をみると，海岸線より

600m，経過年数 12 年におけるコンクリート表面からの塩化物イオ

ン浸透深さは概ね5cm に達する．このことから，コンクリート打設時

の発熱による微細なひび割れを考慮すると鉄筋かぶりのみの対応

では不安が残るとの判断から全周に塩害対策の防水塗装を行っ

た． 

８．その他の諸検討 

1 項で述べたように，本橋梁はウェブを箱桁断面から突出させた

特異な主桁断面を有するため，プレストレスの応力分布，横締め

鋼材の緊張時期，自重およびプレストレスによるフィンの変形など

の確認のため FEM 解析を行った． 
また，たわみ管理計画においては，第 1 非出水期施工区間に

ついて，施工ステップを追ったモデルで FEM 解析を行い，棒解

析によるたわみ計算結果の妥当性を検証した． 

Key words：フィンバック橋，鉄道橋，温度解析，真空ポンプ，

塩害対策 


